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研究成果の概要（和文）：2015年に刊行された『牧畜世界の共生論理：カリモジョンとドドスの民族誌』（京都大学学
術出版会）および同年に開催された人間行動進化学会（特別セッション）において、東アフリカにおける生業牧畜社会
への強権的外部介入の政治の前提的認識を崩す応用・批判的生態人類学の試みを提示した。
具体的には、牧畜社会の重層的なアイデンティティという視点を共有し、牛との共生における便宜に即して選択される
強力なカテゴリー形成の機序を検討した。そのうえで、牧畜民集団間における共生の知恵として、種を超える＜個体主
義＞の定式化を試みた。

研究成果の概要（英文）：In a newly published book Embedded Mutualism for Co-Living in African 
Pastoralism: Ethnographic Studies on the Karimojong and Dodoth in North-Eastern Uganda　Itsuhiro Hazama, 
Kyoto: Kyoto University Press, 2015, pp.312（in Japanese）, and special session of Human Behavior & 
Evolution Society of Japan held in 2015, applied and critical ecological anthropology was practiced to 
undermine that crucial assumption of external power politics against pastoralism.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまでに、ケニア・南スー

ダン・ウガンダ三国国境に位置するウガンダ
北東部のカリモジョンとドドスといった、半
乾燥サバンナで、牛や山羊など牧畜家畜を飼
い、移動性の高い生活を営む社会において、
生業の成立機構に関する生態人類学的研究
をおこなってきた。この地域は、1980 年以
降の国家的統治の消失に起因する自動小銃
の普及と、2001 年以降の中央政府による武
装解除政策の実施によって、政治的暴力と、
武装の不均衡に伴う略奪が深刻化していた。 
 住み込み調査の実施期間中に、自動小銃を
もちいた家畜略奪によって、牧畜民集団のあ
いだで紛争がひきおこされているばかりで
はなく、これにたいする外部社会の手による
秩序維持政策が、かえって地域の人びとを政
治的暴力やその不安にさらしているという
ケースを目のあたりにしてきた。そして、国
家と国際社会による東アフリカ牧畜社会に
たいする従来の社会開発のあり方を再考し、
これに代わる方法を解明する研究が着手さ
れるべきであると思いいたった。 
本研究の先行プロジェクト「アフリカにお

ける低強度紛争の動態理解と平和構築に関
する人類学的研究」（科研（若手 B））では、
まず、植民地期に形成された、牧畜民に対す
る啓蒙・開発意識にもとづく「説明」や「中
和法」といった社会的装置をつうじて、現地
住民の脱人間化が、武装解除政策下の現地社
会において日常化していることを明らかに
した。 
 さらに、社会的なレジリエンスとともに、
そのレジリエンスが社会生活のうえでの秩
序の持続をおびやかすリスクとなるという
パラドクスも明らかになった。 
 武装解除政策が実施されたことによって、
武装の不均衡が生じ、それによって家畜略奪
紛争が激化した。そして、そのために、乳幼
児の飢餓が深刻化し、難民が発生した。こう
した新しい苦境に対応するために、牧畜社会
の人びとは、生存上の脅威となる銃や軍隊を、
社会的な価値と実践のなかにたくみに組み
こむことによって乾燥サバンナでの牧畜生
活をつづけていたのである。たとえば、牧民
たちが本来はきわめて遊動的であった放牧
キャンプを、軍駐屯地に隣接させて構築・固
定し、襲撃の危険が高い夜間には国軍兵士を
家畜のガードとして活用する苦肉の策略を
採っていた。また、不法逮捕された仲間の牧
民を収容所から解放するために、婚資の家畜
の構造的等価性を付与する文化的操作をつ
うじて自動小銃を入手し、これを軍側に「提
出」していた。 
 いっぽう、このような苦境に適応して生存
し、繁栄しさえする牧民のしたたかさは、暴
力的で不条理な外部介入を持続させるリス
クともなりうる。たとえば、陸軍兵士のパト
ロールに随行する地元牧民が、軍から自動小
銃を新規にあたえられていた。また、兵士と

牧民とのあいだのバーター取引には銃と銃
弾が使用され、地元の牧民たちの武器の供給
源になっていたのである。 
 
２．研究の目的 
 2000 年代、ウガンダ―ケニア国境地帯に
おける武装解除介入期の低強度紛争下の東
アフリカ牧畜社会にあたらしく出現した病
気である「暴力の病」に注目して、その病因
をめぐる推論と治療の社会的過程を実証的
に研究することによって、政治的暴力と身体
の関係を検討し、医療人類学が焦点化してき
た身体と病に関する特徴を、政治的な暴力と
いう特定の時間文脈において再検討し、平和
構築に連なるローカルなポテンシャルを抽
出することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 暴力によって引き起こされている心身の
不調と生活困窮、暴力の生起と政治・社会情
勢の関連を把握するために、ウガンダ北東部
カーボン県のドドス社会とモロト県のカリ
モジョン社会において、住み込み調査により
ヘルスケア・システムの解明をつづけた。 
 「暴力の病」は、共同体の成員が音楽運動
療法とマッサージを含むさまざまな手段を
用いて集合的に対処する病気である。研究開
始当初は「暴力の病」を、診断と治療をつう
じて患者の身体・物理性に、武装解除介入期
の暴力を読み込んだ病気と予測して調査を
進めた。診断と治療が焦点化するローカルな
身体は現実的に顔のみえる社会形態を背景
にして、政治的暴力の生存者としての「現地
の文脈」を共有するメタ・エスニックな意識
を形成したと考えたのである。研究の方法の
中心部分には、この仮説検証があった。 
 
４．研究成果 
(1) 問題意識の中心にあったのは、「暴力的な
日常を生きる人々の暴力や死への対応には、
その社会のローカルな回復と生存へのメカ
ニズムが表出している」という社会精神医学
者のダンカン・ペダーセン（Pedersen 2002）
の指摘だった。フィールド調査の結果、ドド
スとカリモジョンにおける「暴力の病」は共
通して、人びとの身体が国家主体によって象
徴的で劇的な暴力（拷問、性的暴行、文化的
タブーの冒涜）の対象となる国家統制のパラ
ドクスを解釈し、経験し、身体化し、対処す
る中心的なアリーナとして出現しているこ
とがわかった。飢え（erogo）、狂気の病
（ngikerep）、心臓の病（etau）といった心
身の不調は、牧畜民の身体が、自我やアイデ
ンティティの無統制化をはかる政治的な暴
力をつうじて、特定の場所や歴史という文脈
から切り離され、あたらしい分類が創造され、
拮抗する指示対象となってきた事態を表現
していたのである。 
 
(2) 戦争や拷問によって傷ついたカリモジョ



ンとドドスの人びとの治療は、さまざまな形
をとることがわかった。具体的には、それは、
暴力や復讐から、外部世界からのアクターに
よっておこなわれる心理療法や人道支援、ま
た外部社会が関心をもたなくなり、そのずっ
と後に、共同体がみずからをいやそうと試み
る方法など、多層・多用・多元にわたるので
ある。 
 カリモジョンとドドスの人びとによって
認識されている暴力の病のなかでも狂気の
病と心臓の病をめぐる病因の推論と治療の
実践においては、さきのペダーセンの指摘に
あるように「ローカルな回復と生存へのメカ
ニズムが表出している」。そこでは、①器官
的な表象（「心臓 etau」や「血管 ekepu」）の
なかから、病者の紛争経験の苦悩や記憶を読
み取る認識論に即した形で詳細な病因論と
ローカルな対処方法が構築されており、②外
部社会から関心が寄せられなくなった紛争
後の社会が、その社会自身を治癒する根源的
試みを創出・実践し、③この「未来の方法を
導き出す」文脈において、もっとも重要な問
題として、抑圧者にたいする抵抗が試みられ
ていることが明らかになったのである。 
 「暴力の病」はその対処の過程に人びとを
動員することを介して、社会的非暴力の起点
となっていた。暴力を直接経験した被害者と
して、あるいは身近な他者への暴力の目撃者
として暴力にかかわったものにはやがてそ
れが伝わり、彼ら自身が暴力の行使者となる
可能性があるとカリモジョンとドドスはみ
なしている。そのような身体は、過去を忘れ、
平和を保つことを強調する治療実践をとお
して非暴力化されることになる。 
 
(3) 一方、治療実践への参加者たちは病者の
身体を焦点として、非暴力化に向けた相互行
為を紡いでいた。この場では、参加者自身に
ことばと身体による介入を的確に繰り出す
ことが求められる。そこには病者の身体の変
化を自身の身体のうえに再現しながら、非暴
力化の過程をたどるという共同の経験が含
まれる。つまり、治療実践の場は、病者の癒
しの過程に関わる人びと全体にとって、身体
を暴力から解放する試みの場であることが
示唆されたのである。 
 
(4) 紛争社会では暴力に対処し、暴力に抵抗
することは、病を治療し、予防し、より良い
生を生きるために不可欠であると推察され
る。外部世界からもたらされる生物医療は、
人びとの経験を顧みず、疾患に関連する身体
内部の機能的、形態的変化だけに焦点を合わ
せる。そのように病を個人化・病理化する観
点からすると、「原野の医療」は場当たり的
であり、気慰み的であると見下されることに
なろう。しかし「暴力の病」への対処の文脈
において、抑圧や支配の力に抵抗することが
きわめて重要な課題となるということをふ
まえるならば、対話と対面をつうじた平和創

造の努力を含む牧畜民の医療こそは根源的
で理にかなったものといえる。 
 政治的暴力は人権と人びとの健康に強い
影響をおよぼす。集団の健康問題を解明する
ことは、暴力の影響を最小化し、平和を促進
するための第一歩である。しかし、いわゆる
健康増進イニシアチブに関する、広い意味で
の平和的な便益は突き詰めると、健康格差の
解消というより一般的な課題と密接に関係
している。したがって、本研究で明らかにな
ったカリモジョンとドドスで観察された政
治的暴力と身体表現の関係による非暴力の
創造性は、復興と平和構築に対する保健医療
活動の役割を解明し、グローバルな正義を達
成するうえで貴重な示唆を含んでいるので
はないだろうか。 
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